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ゼミ活動報告 

「三商大討論会」 

中川 亜也羽 

12 月２日の土曜日に神戸大にて三商大討論会がありました。一橋大の中野ゼミ、神戸大

の砂川ゼミ、市大からは石川ゼミとわたしたち宮川ゼミが参加しました。当日はここ最近

で一番寒かったように思います。わたしははじめて神戸大に行ったのですが、噂には聞い

ていたものの急な坂を上るのはつらかったです。宮川ゼミからはわたしたちリスクラバー

ズが発表しました。発表テーマは「ボケ・ツッコミで日本を救う！なにわ漫才ポートフォ

リオ」です。他のチームはこのような

テーマで発表するとは予想もしなかっ

たのではないでしょうか。真剣な空気

の中で漫才のネタをするのには少し勇

気がいりましたが、笑ってくれる人が

いて助かりました。全く笑ってもらえ

なかったらどうしようかと思っていた

ので安心しました。中野ゼミと砂川ゼ

ミは企業価値評価について、石川ゼミ

は金融多角化についての発表でした。同じコーポレート・ファイナンスを学んでいる者と

して、どれも普段からなじみ深いテーマで、活発な議論ができていたのではないかなと思

いました。また、議論することでお互いの研究にとってよい刺激になりました。そして討

論会を終えてからの飲み会では、所属しているゼミに関係なくそれぞれの席が盛り上がっ

ており、会話がつきませんでした。 

今回の討論会を通じて、様々な反省点もありましたし、他大学の方にアドバイスをいた

だくこともできて大変勉強になりました。また、宮川ゼミは発表するチームだけでなく他

の２チームの研究テーマの概要も発表し、まさにみんなで研究を磨いていくという姿勢が

印象的でした。また、遠いのにわざ

わざ神戸大まで来てくれた３期生

に先輩として見本を見せられたか

どうかはわかりませんが、３期生に

とってもいい経験になったと思い

ます。これから CORE 論文にスト

ックリーグもありますが、今回の経

験を生かして自分たちの研究をよ

りよいものにしていけたらなと思

います！ 

 


